
  昨年３月、建築研究所で実施した木造３
階建共同住宅の火災実験。新聞･テレビ等
で報道されたのをご記憶の方もあるかもし
れません。「木造は火事に弱い」が世の常識
だったのが、最近の防火技術の向上はめざ
ましく、木造３階建共同住宅も、平成４年
の建築基準法改正により、防火･準防火地
域以外なら建設できるようになりました。
しかし、耐火建築物に比べて施工が容易で
コストも低いことから、林産業･国際貿易
の活性化も見すえて、既存密集市街地の更
新に活用することについても強い関心が各
方面から寄せられています。木造３階建共
同住宅が防火･準防火地域以外で建てられ
るようになったのは、たとえ出火しても避
難に支障が出たり、周りの建物に延焼させ
るおそれが小さいよう工夫されているから
ですが、市街地となると、阪神淡路大震災
でもあらわになったように、日本の都市で
は大火の可能性が依然として残っていま
す。通常の木造より防火的に改良されてい
るといっても、木造である以上、市街地火
災のような状況では最後は燃えてしまうわ
けで、火災の拡大を抑える効果があるの
か、それともかえって不利になるのかは議
論の分かれるところでした。
 今回実施した火災実験は、適当な防火設
計を行った木造３階建共同住宅を実際に建
て、市街地火災に相当する巨大な火炎にさ
らすことにより、木造３階建共同住宅への
延焼の仕方や、更に風下の木造建物へ延焼
する可能性等を実物大で把握して、市街地
にこうした住宅を建てることができるかど
うかの見通しを防火安全の立場から明らか
にしようというものです。使用したのは約
56㎡の住戸６戸で延面積335㎡のもの。実
験は、大規模な木造建物が倒壊するまで続
けた世界でも初めての火災実験で、データ
からは、木造３階建共同住宅だけでなく、
木造建築の防火技術一般や市街地火災性状
についても色々なことが発見され、データ
の宝庫として国際的にも注目されていま
す。
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図１市街地火災を想定した木造建物の実大火災実験
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実験の目的（ねらい） 実験の経過
  市街地火災シミュレーターからの火炎
は、点火後約20分間にわたり、実験住宅
の北側外壁全体を包みました（写真１）。
この火炎により、北側外壁は耐火試験よ
りも強い加熱を受け、短時間ながら約
1000℃の高温に達しました。この火炎
で、窓が開放してあった１階西側住戸北
側洋室と東側軒裏の２箇所で延焼し、そ
の後、火災は図２のようにゆっくり拡大
し、実験開始後３時間あまりで倒壊に至
りました。風下側の２棟の木造建物には
外見上は目立った類焼はありませんでし
たが、一方の建物の軒･外壁の一部に断

今後の課題と展開
 実験結果を見ると、木造３階建共同住宅
への延焼では、外壁や防火戸が類焼を防
止できたのに対して軒裏が弱点となった
ようです。軒裏から延焼すると、防火対
策が他の部位よりも手薄な小屋裏で火災

 阪神淡路大震災の時の火災では、３階建
ての建物をそっくり覆うほどの大きな火
災が発生しています。このような火災を
再現するために、実験では、木造３階建共
同住宅風上側に液体燃料とプロパンバー
ナーを使った「市街地火災シミュレー
ター」 を設置しました。さらに本実験住
宅の風下側には、放射計などのセンサー
のほか、木造建物２棟（在来軸組木造･木
質系プレハブ）を建てて、木造３階建共同
住宅からの加熱性状や延焼危険の把握に
つとめました。本実験住宅の防火性能は、
ほぼ現行の「木三共基準」 に従っていま

すが、３階西住戸の天井は、現在すでに準
防火地域で建設できる木造３階建住宅で
は火災時の火の粉飛散防止を目的に準耐
火45分相当になっているため、基準（準
耐火30分）よりも高い準耐火45分相当と
しています。各建物の外壁･内壁には、大
地震後を想定して幅１～３mmの亀裂を入
れています。
 ところで、建物への延焼は、窓などの開
口部から起こることが少なくありません。
実験で使った建物の開口部のうち、法令
上、延焼の恐れのある範囲に該当するも
のは網入りガラスなどによる乙種防火戸、
それ以外は普通ガラス窓としましたが、
さらに実際の生活状態に近づけるために、

窓には防炎処理等を施していないカーテ
ンを吊し、バルコニーには布団を干した
りもしています。住戸内の室を結ぶ扉も
危険側の条件を想定して全て開放し、窓
も、地震による脱落や開放したままで避
難した場合を想定して、全体の半数を開
放しました。この結果、６住戸で、南北の
主開口部が、両方開放、南側だけ開放、北
側だけ開放、両方閉鎖という全部の組合
せが再現されています。実験建物南側の
木造建物は、外壁･外部開口部の条件と建
物間隔が、法令上の最低基準となるよう
にしています。

続的に小さな火炎が現れたほか、温度
データからみると外壁裏側の下地板に
部分的な着火が生じたことがうかがわ
れます。
 さて、本実験住宅内部の住戸間界壁･
床は、壁･床の部材試験の結果にもとづ
いて準耐火１時間の設計としましたが、
実際にも燃え抜けにほぼ１時間以上か
かっています。また、写真３は点火後約
150分、火災最盛期の様子ですが、建物
全体は自立しており、周りに強い熱を
出しているのは、窓などの開口部にほ
ぼ限られていることがわかります。風
下の木造建物にほとんど類焼しなかっ
たのも、このように加熱源が限定され
たからのようです。伝統的な木造建物
では、家具などの収納可燃物と構造の
木材が一緒に燃えて激しい火災になり
ますが、今回ゆっくりした燃え方に
なったのは、収納可燃物が燃え尽きる
までは構造に火が入らなかったためと
考えられます。

拡大するおそれもあるわけで、この結果
は、建物が密集した市街地では、軒裏の
防火対策が重要な課題であることを浮き
彫りにしています。
 しかし、全体を通じてみると、今回の火
災実験では、建物に地震の影響を模した
亀裂を設け、開口部の多くを開放すると
いう相当危険側の条件とし、暴露した市
街地火災もかなり過酷だったにもかかわ
らず、実験開始後ほぼ３時間後に崩壊す
る直前まで外壁が自立し、伝統的な木造
建物とはほど遠い耐火建物型の火災性状
となりました。推定燃焼速度も、ピーク
値で比べて伝統的な木造建物の数分の一
に留まっており、風下の木造建物にも目
立った類焼を引き起こさなかったこと
は、木造３階建共同住宅が、軒裏を防護
する必要性等の課題を残しながらも、市
街地火災の抑制に大きな効果をあげるこ
とを物語っています。
 今回の実験によると、軒裏を防護して
小屋裏の炎上を防げば、木造３階建共同
住宅からの火災の噴出は窓に限られるこ
とになりますが、そうなると、窓の寸法
や配置によってこの建物からの延焼危険
を制御できることになります。これまで
経験や火の用心に頼りがちな木造建築の
防火対策でしたが、内部住戸間の延焼

が、部材の設計燃え抜け時間通りだった
こととあわせて、木造３階建共同住宅や
木質系準耐火建築物の防火設計は、鉄骨
造等ではすでに実現している計算による
工学的アプローチの対象になり得ること
を裏付けることになりました。
 さて、一口に木造といっても、日本に
は、梁と柱で骨組を造っていく在来軸組
工法、枠組壁工法（ツーバイフォー）、プ
レハブの３通りがあります。
 今回の実験では、実験住宅を枠組壁工
法で建てましたが、その後、在来軸組･プ
レハブについても、壁の部材実験を行っ
て、今回実験した枠組壁工法と同等程度
の性能が得られる見通しがつきました。
木造建築物の防火設計や基準が、今後、
性能に基づく工学的体系化に向けて展開
されることが期待されます。木造３階建
共同住宅を市街地に建設することができ
るかどうかについては、こうした単体建
物としての防火性能の明確化のほかに、
市街地が木造３階建共同住宅を主体とし
て構成された時に、市街地火災の延焼速
度などが、現状市街地や現行法令の水準
と比べてどのようになるかを把握する必
要があり、本実験の結果を踏まえて、市
街地延焼シミュレーション等の検討が進
められています。
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＜＞内は実験開始からフラッシュオーバーまでの時間。

写真３

写真２

赤外線熱映像(供試建物群西側から撮影)

実験前の実験住宅室内(居間)

写真３と同じ頃の実験住宅の赤外線映像・温度が色で表現され
ている。

点火後 20 分、実験住宅北外壁を覆った市街地火災シミュ
レーターの火災(左上、写真１) 。この火炎により実験住宅
軒裏等に火が入って徐々に実験住宅に延焼した(上、写真２)
。点火後約２時間半かかって、実験住宅は火炎最盛期に(左
下、写真３) 。それでも隣の木造建築には延焼していない。

家具の他、煙・温度等のセンサーが設置されている。
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棟新築工事始まる棟新築工事始まる棟新築工事始まる棟新築工事始まる棟新築工事始まる

　平成８年９月に新たに｢都市防災研究センター棟新築工事｣ が着手された。この研究センター棟は、災害時の対策、支援並びに研
究を目的とし、同時に研究本館との連携をも十分に考慮に入れた、新しい機能を有した研究施設で、主に次のようなテーマの研究を
目的としている。
●都市・建築の防災性向上に関する研究
●総合的な都市防災空間の整備に関する研究
●災害に備えた情報システムの構築に関する研究
＜建物概要＞

建築面積：676㎡
延べ面積：5.023㎡
階数：地下１階、地上８階、塔屋１階
軒高：30.9m　最高高さ：35.1m
構造種別：鉄骨鉄筋コンクリート造
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　建築研究所では、地震直後から建物の二次被害防止のための応急危険度判定への全面的協力及び被害調査等を積極的に行ってきた
が、この度、建築研究所ホームページに兵庫県南部地震関連のページを新設した。兵庫県南部地震関連の建築研究所の出版物及び建
研スタッフによる所外発表論文等を紹介している。
アドレスは、 http://www.kenken.go.jp/

出版のご案内出版のご案内出版のご案内出版のご案内出版のご案内（（（（（近近近近近刊刊刊刊刊）））））
｢平成７年度建築研究所年報｣
お申し込みは
社団法人　建築研究振興協会
〒108　東京都港区芝５－26－20　建築会館５階
ＴＥＬ．03(3453) 1281
ＦＡＸ．03(3453) 0428

編集後記
　昨年10月、広島市営基町住宅で次々に上階に延焼していった火災は、記憶に新しい
ところです。
　今回の特集の編集と平行して、木造３階建共同住宅火災実験の時とほぼ同じチーム
で、基町住宅火災の検証実験計画が進められています。
　本誌で火災に関する特集が組まれるのは平成７年１月に発行された第７号以来２年振
りですが、その発行直後に起こったのが、阪神淡路大震災でした。昭和40年代にビル
火事が頻発して多くの人命を奪って以来、防火研究の重点は、高層化や機能的な高度化
が進む現代的な建築物と火災安全性の調和に向けられていましたが、阪神淡路大震災で
は、高齢化も進む木造密集市街地の防災という課題が改めて浮き彫りにされました。基
町住宅火災も、一面では、建設後20年以上を経過する間に手狭になり、住民の高齢化
や世代交代も始まってきた公営住宅の環境をどう保全していくかという課題を浮かび上
がらせているように思えます。良質な社会ストックとは何かを災害を通じて考えさせら
れるところですが、木造３階建共同住宅なども、単に新しい技術開発ということにとど
まらず、次世代に継承できる良質な街づくりという観点から、今後の展開が議論される
ことを期待しています。(Ｙ．Ｈ）


